
1 

令和元年度                     南区役所 運営方針 

 
■ キャッチフレーズ 

「都市」と「自然」と「地域力」で選ばれる南区へ 

 
■ 局・区の運営の責任者 

南区長  長谷川 伸 

副区長  阿部  菊良 

 
■ 局・区の役割・目標 

１．区民とともに魅力あるまちづくりに努めます。 

○区民会議の運営やまちづくり会議の支援を行うとともに、地域ニーズ・課題など区民の声を把握し、市の施策に反映できるよう地域と関係部局とのコ

ーディネートに努めます。 

○若い世代のまちづくりへの参画を促進するとともに、世代間の交流を図り、活気あるまちづくりに努めます。 

2．区民としての一体感の醸成と地域の活性化に努めます。 

○区や各地区の魅力を広く紹介するとともに、区民交流イベントなどを通じて、区民の一体感を高めます。 

○地域活性化イベントの支援や商業団体等との連携により、地域の活性化に努めます。 

3．地域とともに安全で安心して暮らせるまちづくりに努めます。 

○誰もが安全で安心して暮らせる社会の実現をめざし、地域との連携により、防災体制の充実、交通安全・防犯対策の充実などに取り組みます。 

  特に、自転車事故の削減や振込め詐欺被害の未然防止に努めます。 

4．区民ニーズに的確に対応した行政サービスの提供と地域に係る情報の発信に努めます。 

○区民が期待する行政サービスを「早く」・「正しく」・「わかりやすく」提供できるよう手法の検討を進めます。 

○行政サービスの多様化・高度化に柔軟に取り組み、公平性を持って提供できるように努めます。 

○行政をはじめ、地域諸団体、ＮＰＯ、商店会、大学などの幅広い情報をタイムリーに発信します。 

 
■ 局・区経営の視点・方針 

１．「チャレンジ」 

２．「スピード」 

３．「センス」 

４．「コーディネート」 

５．「インフォメーション」 

６．「コンプライアンス」 

～果敢に挑戦する姿勢と熱意を大切にします～ 

～待たせない、機を逸しない、タイムリーな対応を心がけます～ 

～民間感覚、区民感覚を大切にします～ 

～地域の諸課題の解決に向けて、コーディネート機能を果たします～ 

～情報収集・発信・利活用に秀でた情報の達人をめざします～ 

～公務員に対する市民の信頼に応えるため、公務員倫理と服務規律を遵守します～  

 
■ 現状と課題 

No. 現    状 課    題 

1 

（市民協働によるまちづくり） 

・区民会議及びまちづくり会議を活用したまちづくりを推進している。 

・自治会や福祉団体、商店街等地域で活動する様々な団体との連携によるまちづくりの推進が  

求められている。 

・地域団体等に対し、地域の課題を自ら解決するため地域活性化事業交付金を交付している。 

・若者や働く世代、子育て世代の地域活動への積極的な参加、世代間の交流が求められている。 

・区制を生かしたまちづくりをさらに効果的に推進

する手法の検討 

・地域におけるまちづくりを担う団体との連携の促

進 

・地域活性化事業交付金の地域課題解決に対する貢

献度の検証と新たな事業実施の促進 

・若者等がまちづくりへ参加するための方策の推進 

・世代間交流促進のための仕組みづくりの検討 

2 

（自治会活動） 

・自治会加入率が停滞している。 

・自治会空白地帯が存在している。 

 

・地域団体の担い手不足や役員の高齢化により、地域コミュニティにおける活力低下が懸念さ 

れている。 

・東日本大震災や熊本地震の教訓を契機として、地域の絆に対する関心が高まっている。 

・市自治会連合会と市は、更なる連携強化を図るため、基本協定を締結している。 

・相模不動産団体三支部連絡協議会、市自治会連合会及び市は、市民の自治会加入を促進する 

ための協定を締結している。 

・自治会の意義の市民への周知と、自治会加入の促

進策の強化への取組 

・マンション等集合住宅居住者への自治会加入の促

進 

・自治会退会者に対する再度の呼びかけ 

・地域活動を活発にするためのリーダーの育成と参

加する新たな住民の発掘と担い手の育成 

・東日本大震災や熊本地震を契機として、住民間に

高まった「絆」意識による自治会への加入促進策

の検討 

・市民と行政の協働によるまちづくりを一層推進す

るための方策の検討 

・自治会加入促進協定に基づく具体的な協働方策の

検討 

《南区自治会加入率の推移》

年度 Ｈ21 H22 H23 H24 H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

加 入 率 （ ％ ） 61.2 60.7 60.1 59.7 59.7 58.6 58.0 58.8 58.2 57.0

対 前 年 比 （ ％ ） 98.9 99.2 99 99.3 100.0 98.2 99.0 101.4 99.0 97.9

市全域加入率（％） 60.7 60.1 59.1 58.3 57.8 56.7 55.7 56.3 55.3 54.0

（平成３０年４月１日現在）
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No. 現    状 課    題 

3 

（安全･安心） 

・安全・安心に対して区民ニーズが高まっている。 

・交通事故や犯罪の減少に向け、関係団体との連携により取り組んでいる。 

・自転車関係の事故が多く、自転車交通事故多発地域に指定されている。 

 

・南区学生自転車会議や安全・安心まちづくり推進

協議会等との連携による交通安全及び防犯啓発活

動の支援 

・より効果的な交通事故防止策と犯罪に対する抑止

策の取組 

・自転車関係事故対策と自転車盗対策の強化への取  

 組 

 

・南警察署の利便性の向上や区内交番の増設について関係部局に要望している。 

・振り込め詐欺の被害が多発している。 

 

・近隣へ影響を及ぼすと想定される空家等のうちの約 4割が南区内に所在 

・ごみ屋敷、空家等の問題が顕在化している。 

・区内の警察機能の充実による安全・安心の確保 

・警察署や地域との連携による犯罪防止や問題解消 

方法の検討 

 

 

 

 

・特定空家等の要件に至らない家屋に対する状況の 

把握と改善に向けた取組の推進 

4 

（地域防災） 

防災意識の高まりにより、具体的な地域防災体制の強化が求められている。 

・自主防災力強化に向けた地域活動の支援 

・地域における防災ネットワークの活用や災害時要 

援護者に対する支援など市民や地域自らが対応で

きる体制づくり 

・地区防災計画に基づく新たな防災体制の検討や訓

練の実施 

5 

（区における行政サービス） 

・区内で完結する行政サービスの充実を求める声が高まっている。 

 

・地域づくりや地域課題、区内の重要事業に対する区のコーディネート機能が住民から求めら

れている。 

・区を単位とした施設のあり方や施設整備、実施す

べきサービスの検討 

・地域づくりや地域課題の解決に向けた区民･地域と

関係部局とのコーディネート機能の強化 

・区民の利便性向上と地域ニーズへの的確な対応を

図るための更なる区役所機能の強化と、区に係る

予算編成と執行の仕組の検討 

6 

（高齢者への支援） 

市平均より高齢化率が高い地区が 5地区（大野中、新磯、相模台、相武台、東林）ある。 

 

・高齢者支援センターや地域住民グループ等との連  

携の強化による高齢者等の見守り体制の構築、充

実に向けた支援 

・全単位自治会における災害時要援護者に対する支

援体制構築の促進 

7 

（まちの賑わいづくり） 

空き店舗対策など商店街の活性化や、地域におけるイベント活動支援など地域の賑わい 

づくりへの対応が求められている。 

商店会やイベント実行委員会などの活動の支援 

8 

（その他） 

・東清掃事業所の跡地利用について、地域から要望を受けている。 

・道路渋滞により路線バスの定時性・速達性が確保されていない。 

・区の中心施設である南区合同庁舎が築 35年を経過し、老朽化している。 

・跡地利用等について、引き続き地域と関係部局と

のコーディネートの取組 

・幹線快速バスシステムの導入の推進 

・区役所機能の強化による行政サービスの充実と区

の防災拠点としての施設のあり方の検討 

《自転車関係事故件数》

地区 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ H２９ H３０ 対前年 市内割合

全人身事故件数 3,241 2,966 2,787 2,638 2,770 2,545 92% ̶

うち自転車関係事故 1,019 875 874 802 860 771 90% ̶

全人身事故件数 1,133 998 954 840 973 944 97% 37%

うち自転車関係事故 365 279 319 293 333 304 91% 39%

《自転車盗件数》

地区 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ H２９ H３０ 対前年 市内割合

街頭犯罪認知件数 6,515 5,836 5,293 5,244 4,828 4,243 88% ̶

うち自転車盗 1,981 1,903 1,829 1,760 1,497 1,481 99% ̶

街頭犯罪認知件数 2,369 2,181 1,803 1,954 1,716 1,493 87% 35%

うち自転車盗 802 793 718 781 588 575 98% 39%

種別

市全域

南区

各年１２月３１日現在

種別

市全域

南区

各年１２月３１日現在

《振り込め詐欺発生件数》

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ H２９ H３０ 対前年 割合 備考

1,340 1,392 914 1,286 2,314 2,604 113% ̶

106 124 74 62 82 127 155% 5% 対県

うち南区 47 64 32 21 23 41 178% 32% 対市

地区

神 奈 川 県

相 模 原 市

※高齢者…６５歳以上

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

24.3% 24.9% 25.3% 大野中 26.0% 26.2% 26.5%

25.6% 26.5% 27.0% 大野南 19.7% 19.9% 20.0%

23.3% 23.8% 24.2% 麻 溝 20.9% 21.6% 21.9%

24.5% 24.9% 25.2% 新 磯 24.9% 25.5% 26.1%

　 相模台 27.3% 28.1% 28.5%

相武台 32.3% 32.8% 33.3%

東 林 25.6% 26.2% 26.3%

　

区毎の比較 南区内各地区

各年１月１日現在

《市内の高齢化率》

市 内 総 数

緑 区

中 央 区

南 区
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■ 前年度重点目標の評価 

No. 
事務事業名 

指標・目標 実績・評価等 
事務事業の概要 

１．区民とともに魅力あるまちづくりに努めます。 

1 

区民会議によるまちづくりの推進 

・第 4 期区民会議の活動報告書をまとめ、

第 5期に期待する討議内容を作成する。 

・第 5 期区民会議の開催にあたり、平成 32

年度の新たな区の計画策定に向けた検討

や新たな検討テーマを設定し、個性や特

徴を活かしたまちづくりを進める。 

・区民会議の認知度向上を図る。 

実 

績 

・南区区民会議 計 7 回開催 

・第 4期区民会議の活動報告書を作成した。 

・南区基本計画について諮問を受け、答申に向けて、

現状と課題や取組項目について検討した。 

・PR グッズを配布し、認知度向上に取り組んだ。 区のまちづくりの方向性や区内の地域活

動を活性化する方策などを話し合う区民会

議を運営する。 

評 

価 

・世代間交流促進のための仕組みづくりに向けて、

現状と課題を把握することができた。 

・グループワークや市民参加の取り組みを行い、区

民意見を反映した南区基本計画の素案を作成する

ことができた。 

2 

若い世代のまちづくりへの参画促進 ・「まちづくりのトリセツ」の活用を促進す

る。 

・アイディアコンペの開催など、南区若者

参加プロジェクト実行委員会の活動を支

援する。 

・区内の大学と連携し、学生の地域活動へ

の参画促進を図る。 

実 

績 

・「まちづくりのトリセツ」を活用し、大学生が地域

活動に参画する機会を創出した。 

・More 輝区～南区アイディアコンペ（第 5 回プレゼ

ン大会）～を開催した。 南区区民会議の取り組んできた「若い世

代のまちづくりへの参画促進」について引

き続き事業を推進する。 評 

価 

プレゼン大会の開催や地域活動への参画により、

若者が成功体験を得たことで、まちづくりや地域参

画への関心が一層高まった。 

3 

まちづくり会議によるまちづくりの促

進 
・地域の活性化を図るための各地区の自主

的な運営を支援する。 

・まちづくり会議の認知度向上を図る。 

実 

績 

・区内 7地区で計 56 回開催 

・地域活性化事業交付金の審査、各地区の課題など

を検討した。 地域資源の発掘、課題解決の方法などに

ついて、自主的に話し合い、地域課題の解

決に向けた活動を構成団体等が協働して行

う「まちづくり会議」の運営を支援する。 

評 

価 

・地域の活性化を図るため、各地区で自主的な運営

を行った。 

4 

地域政策担当機能の発揮 

・行政とまちづくり会議、地域団体の連携

強化を図り地域の活性化を図る。 

・地域住民による自主的な課題解決に取り

組むための支援を行う。 

実 

績 

・行政（担当課）と地元自治会との協議の場の設定

や地域防災ネットワークの取組支援など、地域の

課題解決に取り組んだ。 

・区内や地区内のタイムリーな情報提供に取り組ん

だ。 

・地域から出された地域課題や要望等について、市

関係部署や関係機関との連絡窓口となり、働きか

けを行った。 

地域政策担当・区・関係部局のネットワ

ークを構築して、地域の課題等について、

情報の把握・共有化を図ると共に、研修等

を通じて地域政策担当の人材育成に努め

る。 

評 

価 

地域団体間の連携強化、地域住民による自主的な

課題解決に取り組む気運を醸成した。 

5 

地区自治会連合会及び単位自治会との

協働による自治会活性化 

・自治会集会所の整備を促進する。 

・自治会加入率を向上するため、大規模マ

ンション居住者への自治会加入促進策を

支援する。 

・効果的な自治会 PR 活動を展開する。 

実 

績 

・ふるさとまつり等において、自治会加入促進ブー

スを出展し、加入促進イベントを実施した。 

・市自治会連合会で、自治会会員ステッカーを作成

し、自治会加入を PR して加入を促進した。 

・自治会未加入者が自治会に加入しやすいよう自治

会加入届付のチラシを作成し配布した。 

・自治会活動に興味を持ってもらうため、自治会川

柳と短歌をふるさとまつりで展示した。 

自治会活動を積極的に紹介するととも

に、加入促進の活動を通じて、自治会活性

化や加入率の向上を図る。 

評 

価 

・地区自治会連合会、単位自治会による自主的な加

入促進の取り組みが行われた。 

・チラシ、ポスターの作成やパネル展などを実施し

たことにより、加入の促進が図られた。 

6 

南区区行政連絡調整会議等の運営 

・区内情報、課題の共有化を図る。 

・地域のニーズを各局施策に反映させる。 

実 

績 

・区行政連絡調整会議開催回数：2回（5月・1月） 

・センター所長会議開催回数：11回 

・地域課題や区内実施事業等の情報共有が図られた。 区行政連絡調整会議等により、南区内の

地域課題の把握と共有化を図る。 評 

価 
地域課題の把握と共有が図られた。 
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No. 
事務事業名 

指標・目標 実績・評価等 
事務事業の概要 

7 

地域活性化事業交付金の有効活用 

・地域活性化に資する事業への交付金の活

用を推進する。 

・新たな交付対象事業の発掘、支援を行う。 

実 

績 

・交付決定：40 件（H29 年度：43 件） 

・交付確定額：11,726 千円（H29 年度：14,213 千円） 

・H30 年度新規事業 10 事業（H29 年度：19 事業） 
地域課題の解決や地域の活性化を目的と

した、市民の自主的な事業に対して交付す

る。 評 

価 
地域課題に対応した事業が実施された。 

8 

区内商店街振興の推進 

区内商店街の活性化によるまちづくりを

推進する。 

実 

績 

商店街団体のイベント事業や環境整備に対する補

助を実施した。 

商店会団体の支援により、まちの賑わい

づくりを促進する。 評 

価 

商店街団体のソフトとハードの両面を支援するこ

とにより、まちの賑わいづくりを促進した。 

9 

南区地域福祉交流ラウンジの着実な運

営と支援 
運営主体や運営組織との連携と協働によ

る広報活動を展開し、新たな利用団体の掘

り起こしを行う。 

実 

績 

・高齢者や障害者、子育て中の方を対象としたサロ

ンやふくしまつりの開催などを通じ、福祉活動の

場としてラウンジが区民に定着した。 

・登録団体数 51 団体(H30.3)→52 団体（H31.3） 福祉団体等が活発に情報交換や福祉事業

を行う場としての運営を支援する。  評 

価 
地域における福祉団体等の活動の場が充実した。 

10 

幹線快速バスシステム導入推進事業 

（都市建設局連携事業） 
事業が円滑に推進されるよう、地域調整

などの支援を行う。 

実 

績 

事業が円滑に推進されるよう、地域調整などの支

援を行った。 

新しい交通システム導入基本計画に基づ

く、幹線快速バスシステムの早期導入に向

けた支援を行う。 

評 

価 

市民の周知などに関する支援を予定どおり行っ

た。 

２．区民としての一体感の醸成と地域の活性化に努めます。 

1 

区の魅力づくり事業の実施 

区の魅力づくり事業費を活用した区民交

流イベント等を実施する。 

実 

績 

・南区シンボルマーク入りグッズを作成した。 

・南区インフォメーション BOX を活用して情報を発

信した。 

・南区私のイチ押し写真展（58 名から 98 作品の応

募）、写真講評会を開催した（来場者約 30名）。ま

た、受賞作品を区内各公民館（単独館を除く）で

展示した。 

・南区パフォーマンスステージを開催した。（20組の

応募者から 13組が出演。来場者常時約 150 人） 

・南区少年野球大会（秋季・春季）を共催した。 

・SC 相模原南区 DAY に協力した。 

・南区ガイドマップをリニューアルした。 

・南区内の PR動画を作成した。 

区民としての一体感を育み、区への愛着

や誇りなどの意識の醸成を図る。 

評 

価 

・イベント等を通して区民に南区の魅力を再発見し

てもらい、一体感や区民意識の醸成が図られた。 

・南区パフォーマンスステージでは、出演者にも運

営に携わってもらうことで、より区民の手による

イベントとすることができた。 

2 

地域活性化イベントの支援 

地域の特色を活かし、市内外からの来場

者に対して南区の魅力をPRするイベントを

支援する。 

実 

績 

・「相模川芝ざくらまつり」、「東林間サマーわぁ！ニ

バル」、「相模原よさこい RANBU！」を支援した。 

[来場者数] 

・相模川芝ざくらまつり 延べ 10 万人 

・東林間サマーわぁ！ニバル 延べ 14 万人 

・相模原よさこい RANBU！ 7 万人 

区内の地域活性化イベントを支援し、ま

ちづくりを活性化する。 

   ○相模川芝ざくらまつり 

   ○東林間サマーわぁ！ニバル 

○相模原よさこい RANBU！  評 

価 

イベントの実施により、まちの賑わいづくりを促

進し、地域住民の意識の醸成が図られた。 
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No. 
事務事業名 

指標・目標 実績・評価等 
事務事業の概要 

３．地域とともに安全で安心して暮らせるまちづくりに努めます。 

1 

地域防災体制の充実 

・自主防災組織の取組を推進する。 

・区本部、現地対策班、一時滞在施設の機能

を強化する。 

・地域における防災ネットワークの活用や災

害時要援護者に対する支援など市民や地

域自らが対応できる体制を整備する。 

・地区防災計画の運用支援に取り組む。 

・帰宅困難者対応訓練を実施する。 

実 

績 

・自主防災組織の実施する資機材整備や訓練活動に

対し、補助を実施した。補助件数 101 件 

・避難所運営協議会の実施する避難所運営訓練等に

対し、補助を実施した。補助件数  26 件 

・現地対策班や避難所担当の職員を対象に通信訓練

や研修を実施した。 

・相模大野駅で商業者も交えた帰宅困難者対策訓練

を実施した。 

・東日本大震災や熊本地震を踏まえ、地域

防災体制の充実を図る。 

・自主防災組織、学校及び避難所担当職員

で構成する避難所運営協議会の運営を指

導・支援する。 

評 

価 

・自主防災組織の機能強化が図られた。 

・帰宅困難者対策の強化が図られた。 

・訓練や研修により、通信機器の運用体制が強化さ

れた。 

・地域防災ネットワークの構築及び災害時要援護者

支援の取組により、地域自らの防災意識の向上が

図られた。 

2 

交通事故及び犯罪被害の防止 

・「南区安全・安心まちづくり推進協議会」

の活動を支援する。 

・「相模原市安全に安心して自転車を利用し

ようよ条例」の内容の周知を図る。 

・交通事故、犯罪件数を減少させる。 

・交通安全や防犯に関するキャンペーンを実

施する。 

実 

績 

・自転車マナーアップキャンペーンにおいて、「相

模原市安全に安心して自転車を利用しようよ条

例」の内容の周知を図った。 

・約 30 の団体が参加したイベント「つながる、見

えるサイエンス」に南区安心協が参加し、交通事

故防止の啓発に取り組んだ。 

・自転車関係人身事故  H29:333 件→H30:304 件 

・自転車盗難      H29:588 件→H30:575 件 

交通安全思想と防犯思想の普及啓発活動

や関係団体との連絡調整を行う。 

評 

価 

・南区内の自転車関係人身事故や自転車盗難の件数

が前年を下回り、安全で安心なまちづくりを推進

することができた。 

3 

南区学生自転車会議の活動支援 

・前年事故件数 333 件を減少させる。 

・学生の自主的な活動を支援する。 

・未参加校へ「南区学生自転車会議」への参

加を呼びかける。 

実 

績 

・学生の自主的な活動を支援した。 

・南区学生自転車会議のマスコットキャラクター

「ハリぼう」の啓発グッズを作成して、キャンペ

ーンなどで配布した。 

・学生たちが他団体と連携し、区内の危険箇所をと

りまとめ、警察署に提出する要望書を作成した。 
神奈川県交通安全対策協議会が指定する

自転車交通事故多発地域の解除を目指し、

大学生・高校生が自主的に行う交通安全対

策の活動に対する運営支援を行う。 

評 

価 

・学生による交通安全啓発キャンペーン活動等によ

るマナーの向上が図られた。 

・学生の地域活動への関心を高めることができた。 

・活動が認められ、内閣府より「内閣府交通安全功

労者表彰」を受賞した。 

4 

振り込め詐欺被害などの未然防止啓

発 ・振り込め詐欺被害の件数を削減する。

（H29：23 件） 

・大野南地区交通安全母の会との連携による

高齢者セーフティアドバイズによる啓発

を実施する。 

実 

績 

・相模原南警察署と交通安全母の会が連携して、被

害防止のための啓発活動を行った。 

・振り込め詐欺発生件数 H29:23 件→H30:41 件 

防犯啓発の南区独自の取組と相模原南警

察署との連携による啓発事業を継続的に実

施する。 
評 

価 

区内及び県内で振り込め詐欺件数が増加してい

るため、関係団体等の連携による被害防止対策に努

める必要がある。 

5 

ＪＲ町田駅南口の環境健全化に向け

た地域活動支援 
・「さがみはら安全安心ステーション」の適

切な管理を行う。 

・「JR 町田駅南口を明るく犯罪のない街にす

る連絡調整会」と連携を図る。 

実 

績 

・「さがみはら安全安心ステーション」の適切な管

理を行うことができた。 

・「JR 町田駅南口を明るく犯罪のない街にする連絡

調整会」と連携し、「町田駅周辺合同歳末特別警

戒」を実施した。 

「さがみはら安全安心ステーション」の

活動運営支援をはじめとする JR 町田駅南

口の環境健全化に向けた地域での活動を支

援する。 評 

価 
市民の不安感の解消に寄与した。 
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No. 
事務事業名 

指標・目標 実績・評価等 
事務事業の概要 

6 

生活環境の保全 

・空家等の対策に関する相談を受けるととも

に、空家等の状況把握、所有者への情報提

供を行う。 

・落書き防止や路上喫煙防止に関するキャン

ペーンを実施する。 

実 

績 

・電話による相談や現地調査を行い、区内の空家等

の状況把握や所有者への情報提供を行った。 

相談件数:37 件  情報提供件数:19 件 

・自治会等と落書き防止や路上喫煙防止のキャンペ

ーンを行うことにより、市民の意識を高めること

ができた。 

 空家等対策、落書き防止、路上喫煙防止

の啓発活動等を推進し、地域住民の生活環

境の保全を図る。 

評 

価 

・市民の不安感の解消に寄与した。 

・地域の生活環境の保全を図ることができた。 

４．区民ニーズに的確に対応した行政サービスの提供と地域に係る情報の発信に努めます。 

1 

窓口業務のサービス向上 

・年度始めにおける国保と年金の臨時窓口の

開設、混雑情報の提供、来庁者をまちづく

りセンターや連絡所へ分散させるための

方策の検討等を行い、待ち時間の短縮に向

けた取り組みを実施する。 

・窓口業務の委託化に向けた検討を進める。 

実 

績 

・平成 30 年 4 月 2 日（月）に大野南公民館大会議

室に国保と年金の臨時窓口を開設した。（取扱件

数 94件） 

・区民課及び相模大野パスポートセンターにおい

て、窓口の混雑情報配信サービスを行った。 

・窓口業務の委託化について検討した結果、受付手

順の工夫（流動的な２線式＊1）により混雑時の

平均待ち時間が約 10 分短縮されたため、当分の

間は直営で実施するものとした。 

＊1 窓口の混雑状況等により、受付と入力の職員を

分けて処理すること。 

行政サービスの向上に向けた取組を行

う。 

評 

価 

・窓口サービスを向上することができた。 

・事務処理の効率化が図られた。 

2 

個人番号制度（マイナンバー）の運用 
・マイナンバーカードの普及を図る。 

・円滑なカード交付事務に向けた取組を行

う。 

・南区合同庁舎 3階会議室への臨時窓口の設

置等、窓口の混雑緩和に取り組む。 

実 

績 

・平成 30年度交付件数 7,401 件 

・マイナンバーカードの交付窓口を南区合同庁舎 3

階会議室に開設した。 地方公共団体情報システム機構（J-LIS）

から送付されたマイナンバーカードを迅

速・的確に交付する。 
評 

価 

・窓口の混雑を緩和することができた。 

・マイナンバーカードの普及が図られた。 

3 

効果的な行政情報等の提供 

・分かりやすい行政情報の提供を行う。 

・情報提供時の効果的な広報手法を検討す

る。 

・区版広報とホームページの更なる充実を図

る。 

・南区インフォメーション BOX の展示内容を

定期的に更新する。 

・Facebook「南区区民会議」を活用し、タイ

ムリーな行政情報、地域情報を発信する。 

実 

績 

・各まちづくりセンターの「地域及び区政情報コー

ナー」を活用したほか、各地区の創意工夫による

情報発信を行った。 

・南区ホームページにおける地域情報の発信を行っ

た。 

・南区インフォメーション BOX で情報発信を行った。

（テーマ：南区の桜、南区の概要紹介、夏のイベ

ント PR、南区の魅力づくり事業紹介、ブラジル選

手団が南区に！、女子美術大学学生による南区の

魅力紹介の企画展示「南区の風」） 

・Facebook「南区区民会議」で区民会議の開催や地

域の話題などの情報発信を行った。 

閲覧者数：8,536 人 

掲載件数：24件、イイね！数：454 件 

南区の魅力や区民が必要とする行政情

報、イベント･催しなどについて、効果的か

つタイムリーな情報提供を行う。 

評 

価 

わかりやすい情報提供に努めるとともに、行政、

地域諸団体、NPO、商店会、大学など、幅広い情報

をタイムリーに提供することができた。 

4 

旧相武台まちづくりセンター及び公

民館建物解体工事の実施 

跡地の売却に向けて、解体工事を行う。 

実 

績 
解体工事を行い、財産を移管し売却した。 

平成 28 年度に移転した相武台まちづく

りセンター及び公民館の建物の解体工事を

行う。 

評 

価 

「公共施設の保全・利活用基本指針」を踏まえた

効果的な利活用が図られることとなった。 

5 

麻溝まちづくりセンター・公民館の移

転推進（教育局連携事業） 
施設の建設工事を実施し、供用開始に向け

た準備を行う。 

実 

績 
施設が完成し、平成 31年 2 月に開所した。 

地域や関係部局との調整・連携を図り、 

麻溝まちづくりセンター・公民館の移転を

推進する。 

評 

価 
滞りなく移転・開所をすることができた。 



7 

No. 
事務事業名 

指標・目標 実績・評価等 
事務事業の概要 

6 

区役所機能の充実 

「地域の課題は地域で解決する」という視

点に立ち、区役所機能を更に充実させるた

め、引き続き検討を行う。 

実 

績 

区役所機能強化の検討のため、関係各局と調整を

行った。 
地域課題の解決のため、より的確な対応

と区民の利便性の向上が図られるよう組織

のあり方を検討する。 
評 

価 

区民の利便性を向上するための様々な課題解決

に向けた調整を進めることができた。 

7 

南区合同庁舎のあり方の検討 ・「公共施設の保全・利活用基本指針」や区

役所機能の検討状況などを踏まえた上で、

南区区民会議や関係団体などからの意見

聴取を行い、あり方を検討する。 

・引き続き関係部局と課題の整理を行う。 

・庁舎の効率的な維持管理方法やスペースを

活用した新たな財源確保の方策を検討す

る。 

実 

績 

基本構想策定のためには、建物の基礎調査を実施

する必要があり、継続して検討することとした。 

施設の老朽化に伴う改修の検討にあた

り、合同庁舎として機能等のあり方につい

て検討を行う。 
評 

価 

・緊急的な箇所について修繕を行うなど、庁舎の維

持管理を行った。 

・新たな財源確保のため、駐車場への看板設置につ

いて検討を行い令和元年度から実施することと

なった。 
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 本年度重点目標                                                  【新：本年度新規目標】 

No.  
事務事業名 指標・目標 

事務事業の概要 目標達成により得られる成果 

１．区民とともに魅力あるまちづくりに努めます。 

1  

区民会議によるまちづくりの推進 ・南区基本計画を作成し、答申する。 

・世代間交流促進のための仕組みづくりを検討する。 

・区民会議の認知度向上を図る。 

区のまちづくりの方向性や区内の地域活動を活性化する方策などを

話し合う区民会議を運営する。 

・令和 2 年度からの区のまちづくりについて計画的に進めることがで

きる。 

・世代間交流促進のための仕組みづくりにより、地域コミュニティの

希薄化の解消や伝統、文化の継承が図られる。 

・区民が主体となるまちづくりが推進される。 

2  

若い世代のまちづくりへの参画促進 ・「まちづくりのトリセツ」の活用を促進する。 

・アイディアコンペの開催など、南区若者参加プロジェクト実行委員

会の活動を支援する。 

・区内の大学と連携し、学生の地域活動への参画促進を図る。 
南区区民会議の取り組んできた「若い世代のまちづくりへの参画促

進」について引き続き事業を推進する。 

・世代間交流の促進と地域の担い手の育成が期待できる。 

3  

まちづくり会議によるまちづくりの促進 ・地域の活性化を図るための各地区の自主的な運営を支援する。 

・まちづくり会議の認知度向上を図る。 地域資源の発掘、課題解決の方法などについて、自主的に話し合い、

地域課題の解決に向けた活動を構成団体等が協働して行う「まちづく

り会議」の運営を支援する。 

・地域の活性化と自主的な地域課題の解決が期待できる。 

・区民が主体となるまちづくりが推進される。 

4  

地域政策担当機能の発揮 ・行政とまちづくり会議、地域団体の連携強化を図り地域の活性化を

図る。 

・地域住民による自主的な課題解決に取り組むための支援を行う。 
地域政策担当・区・関係部局のネットワークを構築して、地域の課

題等について、情報の把握・共有化を図ると共に、研修等を通じて地

域政策担当の人材育成に努める。 区民ニーズを把握することができ、行政サービスの向上に繋がる。 

5  

地区自治会連合会及び単位自治会との協働による自治会活性

化 
・自治会集会所の整備を促進する。 

・自治会加入率を向上するため、大規模マンション居住者への自治会

加入促進策を支援する。 

・効果的な自治会 PR 活動を展開する。 自治会活動を積極的に紹介するとともに、加入促進の活動を通じて、

自治会活性化や加入率の向上を図る。 

自治会活動の活性化と自治会加入率の向上が期待できる。 

6  

南区区行政連絡調整会議等の運営 ・区内情報、課題の共有化を図る。 

・地域のニーズを各局施策に反映させる。 
区行政連絡調整会議等により、南区内の地域課題の把握と共有化を

図る。 区内の課題等に関して関係部局との共通認識が図られる。 

7  

地域活性化事業交付金の有効活用 ・地域活性化に資する事業への交付金の活用を推進する。 

・新たな交付対象事業の発掘、支援を行う。 
地域課題の解決や地域の活性化を目的とした、市民の自主的な事業

に対して交付する。 市民の自主的な取組により、地域課題の解決や活性化が図られる。 

8  

区内商店街振興の推進 
区内商店街の活性化によるまちづくりを推進する。 

商店会団体の支援により、まちの賑わいづくりを促進する。 
地域やまちの活性化が期待できる。 

9  

南区地域福祉交流ラウンジの着実な運営と支援 運営主体や運営組織との連携と協働による広報活動を展開し、新た

な利用団体の掘り起こしを行う。 
福祉団体等が活発に情報交換や福祉事業を行う場としての運営を支

援する。  
・利用者数や利用登録団体数の増加が図られる。 

・新たな福祉関連団体との連携や交流が期待できる。 
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No.  
事務事業名 指標・目標 

事務事業の概要 目標達成により得られる成果 

２．区民としての一体感の醸成と地域の活性化に努めます。  

1  

区の魅力づくり事業の実施 
区の魅力づくり事業費を活用した区民交流イベント等を実施する。 

区民としての一体感を育み、区への愛着や誇りなどの意識の醸成を

図る。 
・区民としての一体感や愛着、誇りなどの意識の醸成が期待できる。 

・区内のまちの賑わいや活性化が期待できる。 

2  

地域活性化イベントの支援 地域の特色を活かし、市内外からの来場者に対して南区の魅力を PR

するイベントを支援する。 
区内の地域活性化イベントを支援し、まちづくりを活性化する。 

   ○相模川芝ざくらまつり 

   ○東林間サマーわぁ！ニバル 

○相模原よさこい RANBU！  

まちの賑わいづくりが図られるとともに、地域住民としての意識の

向上が期待できる。 

3 新 

オリンピック・パラリンピックの開催に向けたＰＲの実施 
・区内の商店街街路灯へ、オリンピックのフラッグを掲出する。 

・区内の主要駅に、オリンピックの柱巻きサインを設置する。 2020 東京オリンピック・パラリンピック競技大会への機運醸成及び

事前キャンプに来日するブラジル選手団に対するおもてなし意識の醸

成のために、啓発活動等を行う。 
オリンピック・パラリンピックを通して、区民のスポーツ・文化の

振興、多国籍・多文化への関心を高めることができる。 

4 新 

区制施行１０周年に向けた事業の検討 
区内施設に懸垂幕の設置や、区内のイベント等で区制施行 10 周年の

冠をつけてもらう等、区民への周知に取り組む。 

令和 2年 4月に迎える区制施行 10周年を祝う事業を検討する。 

区民としての一体感や愛着、誇りなどの意識の醸成が期待できる。 

３．地域とともに安全で安心して暮らせるまちづくりに努めます。 

1  

地域防災体制の充実 
・自主防災組織の取組を推進する。 

・区本部、現地対策班、一時滞在施設の機能を強化する。 

・地域における防災ネットワークの活用や災害時要援護者に対する支

援など市民や地域自らが対応できる体制を整備する。 

・地区防災計画の運用支援に取り組む。 

・帰宅困難者対応訓練を実施する。 

東日本大震災や熊本地震を踏まえ、地域防災体制の充実を図る。 

自主防災組織、学校及び避難所担当職員で構成する避難所運営協議

会の運営を指導・支援する。 

南区における防災体制の充実が図られる。 

2  

交通事故及び犯罪被害の防止 ・「南区安全・安心まちづくり推進協議会」の活動を支援する。 

・「相模原市安全に安心して自転車を利用しようよ条例」の内容の周知

を図る。 

・交通事故、犯罪件数を減少させる。 

・南警察署の行う「ヘル着応援大作戦」に関するキャンペーンに協力

し、自転車乗車時のヘルメット着用の普及啓発を行う。 交通安全思想と防犯思想の普及啓発活動や関係団体との連絡調整を

行う。 

・「安全・安心なまちづくり」を区民総ぐるみで推進することができる。 

・自転車の適正かつ安全な利用を推進することができる。 

・交通事故や犯罪被害を防止することができる。 

・若い世代の自転車交通安全に対する意識向上が期待できる。 

3  

南区学生自転車会議の活動支援 ・自転車関係人身事故件数を減少させる。（H30:304 件） 

・学生の自主的な活動を支援する。 

・未参加校へ「南区学生自転車会議」への参加を呼びかける。 神奈川県交通安全対策協議会が指定する自転車交通事故多発地域の

解除を目指し、大学生・高校生が自主的に行う交通安全対策の活動に

対する運営支援を行う。 
・交通事故や犯罪被害を防止することができる。 

・幅広い世代への自転車交通安全に対する意識向上が期待できる。 

4  

振り込め詐欺被害などの未然防止啓発 ・振り込め詐欺被害の件数を削減する。（H30：41 件） 

・大野南地区交通安全母の会との連携による高齢者セーフティアドバ

イズによる啓発を実施する。 防犯啓発の南区独自の取組と相模原南警察署との連携による啓発事

業を継続的に実施する。 特に高齢者の不安感を解消させることができ、安心した生活に繋が

る。 
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No.  
事務事業名 指標・目標 

事務事業の概要 目標達成により得られる成果 

5 

 ＪＲ町田駅南口の環境健全化に向けた地域活動支援 ・「さがみはら安全安心ステーション」の適切な管理を行う。 

・「JR 町田駅南口を明るく犯罪のない街にする連絡調整会」と連携を図

る。 「さがみはら安全安心ステーション」の活動運営支援をはじめとす

る JR町田駅南口の環境健全化に向けた地域での活動を支援する。 市民の不安感を解消するとともに、JR 町田駅周辺の治安を維持する

ことができる。 

6  

生活環境の保全 
・空家等の対策に関する相談を受けるとともに、空家等の状況把握、

所有者への情報提供を行う。 

・落書き防止や路上喫煙防止に関するキャンペーンを実施する。 
 空家等対策、落書き防止、路上喫煙防止の啓発活動等を推進し、地

域住民の生活環境の保全を図る。 

身近な生活環境の保全と安全で安心なまちづくりに繋がる。 

４．区民ニーズに的確に対応した行政サービスの提供と地域に係る情報の発信に努めます。 

1  

窓口業務のサービス向上 年度始めにおける国保と年金の臨時窓口の開設、混雑情報の提供、

来庁者をまちづくりセンターや連絡所へ分散させるための方策の検討

等を行い、待ち時間の短縮に向けた取り組みを実施する。 
行政サービスの向上に向けた取組を行う。 

窓口混雑の緩和とサービスの向上が図られる。 

2  

個人番号制度（マイナンバー）の運用 ・マイナンバーカードの普及を図る。 

・円滑なカード交付事務に向けた取組を行う。 

・南区合同庁舎 3 階会議室への臨時窓口の設置等、窓口の混雑緩和に

取り組む。 地方公共団体情報システム機構（J-LIS）から送付されたマイナンバ

ーカードを迅速・的確に交付する。 
・窓口サービスの向上が図られる。 

・証明書等のコンビニ交付が促進される。 

3  

効果的な行政情報等の提供 ・分かりやすい行政情報の提供を行う。 

・情報提供時の効果的な広報手法を検討する。 

・区版広報とホームページの更なる充実を図る。 

・南区インフォメーション BOX の展示内容を定期的に更新する。 

・Facebook「南区区民会議」を活用し、タイムリーな行政情報、地域

情報を発信する。 南区の魅力や区民が必要とする行政情報、イベント･催しなどについ

て、効果的かつタイムリーな情報提供を行う。 
・区版広報やホームページ、Facebook「南区区民会議」により、時節

に合わせた効果的な情報発信ができる。 

・南区インフォメーション BOX での展示により、区内イベントや見ど

ころ等の魅力について情報発信ができる。 

4  

区役所機能の充実 「地域の課題は地域で解決する」という視点に立ち、区役所機能を

更に充実させるため、引き続き検討を行う。 

地域課題の解決のため、より的確な対応と区民の利便性の向上が図

られるよう組織のあり方を検討する。 
区役所で対応できる事務が充実され、身近な場所で地域ニーズに的

確な対応をすることができる。 

5  

南区合同庁舎のあり方の検討 ・「公共施設マネジメント推進プラン」や区役所機能の検討状況などを

踏まえた上で、南区区民会議や関係団体などからの意見聴取を行い、

あり方を検討する。 

・引き続き関係部局と課題の整理を行う。 

・庁舎の効率的な維持管理方法やスペースを活用した新たな財源確保

の方策を検討する。 

施設の老朽化に伴う改修の検討にあたり、合同庁舎として機能等の

あり方について検討を行う。 

行政サービスの向上が図られるとともに、防災や災害対策の拠点と

なる。 
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■ 本年度の実施事業（取組）                                             【新：本年度新規事業】 

No.  主な取組 部名／課名 内容 事業費（千円） 
総合戦略

設定事業 

１．区民とともに魅力あるまちづくりに努めます。 

1  地域活性化事業交付金 
地域振興課 

各まちづくりセンター 

地域活性化のため区民が自主的に課題解決に取り組む

事業へ交付する。 
17,500  

2  区民会議の運営 区政策課 区のまちづくりについて話し合う「区民会議」を運営する。 2,525  

3  区ビジョンの推進 区政策課 
区民会議での検討を踏まえ、区ビジョンに掲げた取組など

について推進方策を実施する。 
1,701  

4  まちづくり会議の運営支援 
地域振興課 

各まちづくりセンター 

各地域の地域力を高めるため、「まちづくり会議」の運営を

支援する。 
350  

5  自治会集会所設置等の支援 地域振興課 
御園二丁目自治会の自治会集会所用地購入費に助成す

る。 
15,736  

6  地域課題の把握と解決の取組 
地域振興課 

各まちづくりセンター 

各地区まちづくりセンターに配置している地域政策担当及

び地域振興課により、地域と関係部局とのコーディネートを

図る。 

―  

7  自治会への加入促進 
地域振興課 

各まちづくりセンター 

南区合同庁舎や各まちづくりセンターの自治会紹介コー

ナーの活用や大型マンション居住者に対する自治会加入促

進策を支援する。 

―  

8  
南区地域福祉交流ラウンジの

運営 
地域振興課 

福祉関連の分野で活動する団体が、情報交換や福祉活

動を実施する場としての運営を支援する。  
―  

9  商業振興施策の連携及び推進 地域振興課 

商店街の環境整備事業と活性化を図るためのソフト事業

に対して助成を行う。 

商店街環境整備事業：5,787 千円 

商店街にぎわいづくり支援事業：3,578 千円 

アドバイザー派遣事業：540 千円 

9,905  

10 新 
オリンピック・パラリンピック

の開催に向けたＰＲの実施 
地域振興課 

オリンピック・パラリンピックの機運醸成及び事前キャンプ

に来日するブラジル選手団へのおもてなし意識の醸成を行

う。 

3,195  

２．区民としての一体感の醸成と地域の活性化に努めます。 

1  区の魅力づくり事業 地域振興課 

区民交流イベントなどの実施を通じ、区民としての一体感

を育み、区への愛着や誇りなどの意識の醸成を図るととも

に、区民相互の交流を支援・促進する。 

2,546  

2  地域活性化イベント事業 地域振興課 

地域活性化イベントの育成・振興を図るため、当該事業に

対して助成を行う。 

（相模川芝ざくらまつり、東林間サマーわぁ！ニバル、相模原

よさこい RANBU！） 

3,800  

3  地域市民まつり助成事業 各まちづくりセンター 

地域における市民まつり等の開催に対して助成することに

より、心のかよいあう明るいまちづくりを推進する。 

（大野中・大野南・麻溝・新磯・相武台・東林） 

500  
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No.  主な取組 部名／課名 内容 事業費（千円） 
総合戦略

設定事業 

３．地域とともに安全で安心して暮らせるまちづくりに努めます。 

1  防犯灯設置管理支援 
地域振興課 

各まちづくりセンター 

環境に配慮した防犯灯の設置促進及び撤去・移設費の補

助と防犯灯の電気料及び管理費の補助を実施する。 

維持管理費：11,221 千円 

設置補助費：   498 千円 

11,719  

2  
自転車関係事故と振り込め詐

欺被害の減少 

地域振興課 

各まちづくりセンター 

自転車関係事故や振り込め詐欺被害の減少に向けた取

組の充実と、関係機関･地域団体と連携した「安全・安心まち

づくり」に関する各種キャンペーン、パトロールを実施する。 

―  

3  地域防災体制の構築 
地域振興課 

各まちづくりセンター 

・地域防災ネットワークの構築及び災害時要援護者支援へ

の取組を行う。 

・地区防災計画の運用を支援する。 

―  

4  自主防災組織活動等への助成 地域振興課 

地域における防災力の向上を図るため、地域の特性を生

かした防災訓練や資機材整備などに助成し、自主防災組織

及び避難所運営協議会の活動を支援する。 

11,225  

5  防災資機材の整備 地域振興課 
区本部、避難所等の防災資機材を整備し、一時滞在施設

の備蓄品の更新を行う。 
1,445  

6  空家等に関する相談受付 地域振興課 
市民等の相談を受けることにより、区内の空家等の状

況把握を行う。 
―  

7  落書き防止の推進 地域振興課 
・落書き防止に関するキャンペーン等を実施する。 

・落書きを消去するための用具の貸出を行う。 
―  

8  路上喫煙防止の推進 地域振興課 路上喫煙防止に関するキャンペーン等を実施する。 ―  

9  
安全・安心まちづくり推進協議

会の活動支援 
地域振興課 

「南区安全・安心まちづくり推進協議会」の活動を支

援し、各種キャンペーン等を実施する。 
5,473  

４．区民ニーズに的確に対応した行政サービスの提供と地域に係る情報の発信に努めます。 

1  窓口サービスの向上 

区民課 

各まちづくりセンター 

地域振興課 

区政策課 

混雑解消に向けた取組の充実や区で実施すべきサービス

などの検討を行う。 
―  

2  効果的な情報提供 

区民課 

各まちづくりセンター 

地域振興課 

区政策課 

・南区合同庁舎の情報提供コーナー、各まちづくりセンター

での効果的な情報提供の検討や区版広報の発行と区の

ホームページの運営を行う。 

・南区インフォメーション BOX を活用する。 

・Facebook「南区区民会議」を活用する。 

―  

3  市民相談事業 区政策課 
区役所で実施する市民相談、法律相談、その他行政相談

などを実施する。 
52  

4  南区合同庁舎のあり方の検討 区政策課 
施設の老朽化に伴う改修検討にあたり、合同庁舎としての

機能等の検討を行う。 
―  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


